
水水水水    交交交交    会会会会    のののの    現現現現    状状状状    とととと    懸懸懸懸    案案案案 

 

１ 現 状 

（１）全般 

Ｈ１３年４月水交会と桜美会が合同 → ８年半経過 

Ｈ１３～１５年 移行期間     → 各種事業は定着、 会の運営は順調  

（２）公益法人新制度移行の経過及び今後の予定    ・・・・・・・・            資料―１ 

（３）水交会定款変更後の組織及び役員等                ・・・・・・・・   資料―２ 

（４）社屋更新のための募金の状況       ・・・・・・・・   資料―３ 

（５）会 員                 ・・・・・・・・   資料―４ 

 会員数 合同時 ９,１１５名 → ２１.９現在 ６,６４３名 

海軍出身会員の急激な減少・海自出身会員の入会は横這い 

（６）その他 

ア 各クラス会等に対する支援 

   ・ 海兵期のクラス会名簿等の維持管理  海兵７４～７８期  

   ・ 兵術同好会及びＪＡＮＡＦＡに対する事務等の支援 

イ 研究・普及委員会の活動 

   ・ 海自発足以降の苦心の跡の収集     冊子化 

   ・ 小柳資料等水交会が保有する貴重な資料 冊子化 

・ 懸賞論文 応募数 １１編 

ウ クラブの売上             ・・・・・・・・   資料―５ 

 

２ 懸案事項（幹候期等の各クラス会に対するお願い） 

 

（１） 会勢拡充； 特に６３歳以下の海自ＯＢ 

 

（２） 募金協力； 未応募会員、非会員 

 

（３） 行事への参加； 月例参拝、練艦隊壮行会、水交会と海自の集い、講演会 など 

 

（４） クラブの利用； クラス会 


